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武道場と神棚（11

中　村　民　雄

亙　はじめに

　今蕪では，思想・聾心の霞鐵．褒現の露麹，学

幾の講由とともに，奮善教の糞垂舞あるいは致孝愛の分

離といった近代蟹家の療嚢彗は，憲法第欝条（慈教

の糞垂舞は，葬｝人1こ支重してもこれを｛蒙碁草する。いか

なる宗教鐵体も，羅から特権を受け，又は酸治し

の季蓬プ3を蕎曜更してはならな蔦藁〉　を｛舞舞女するまでも

なく，　奏鐸麩の至聖として憐髭も否定できないことであ

る脅しかし，警察署や一一部の公謝の中学・烹等学

絞の銭道場には，建鞠弱輩舜購の溺なく籍禅機」が

設覆されているところがある．穣古の始めや終戦

1こ纏：，粧神毒輩こ率も藩という畢｝令のもとに多奉幸しをぞテワ

ている。この神纒を公共建造糠こ綾羅すること衰1

体，憲法第2（｝条第3項1こいう集難及びその機鷺1ま，

宗教教育その弛いかなる宗教継疑義麟もしてはなら

ない誹に違疑しないのだろうか。また，薪神藩への

社雌言為が，講むく憲法第2倉条第2項にいう「鱗

人｛、，宗教1二の蕎為，筏典，儀試案は蕎事に参織

することを強調さ舞ない“二違反しないのだろう

か。重ナちろん，叢遊場にお蓉る神機，あるいは神

鋳への礼が，古くからの饒蕨儀式・翼俗となって

いるもグ）ならば1講題iまないのであるが，購藝史的1こ

1‡必ずしもそうで1まないところに達末の不安を感

じるのは筆羨だけであろうか窃

　そこで本論稿1こおいては，｝武道土器1二神擁彗を譲i羅

する。ようになったのがいっごろからなグ）か，また

その蛋墾多妻諺妻舞導なるものであったのかを轡1らかに

し，ようとしたものである，、なお，柔道や鱗選など

の矯韓臆指導糠蔀こまで，神翻や襯奪への礼が

　・般銘するようになワたのはいつごろ弱ことなの

かは，後ll，戦羨に発駕された柔・鱗避，奉賛）分極

を通して絹らかにしたいと考えている，、

璽　幕末・窮治難の武遵場

　透擬銭葵は，もともと野外での職場1を想定して

つくられたもグ）であるので，そび）毒蒙古場も’鷲然墜

外の菰場が零瞬終れた。しかし，江戸時代中難こ

ろになると，不完全ながら紡巽が発覇さ駿，それ

までのような形稽書法から打込稽古法が工夫さ駿，

稽吉場柔．騰外から渥内へと移ってい・）た。寛致暮

（鷲鱗1年の著『繊籔誤弩之弁毒に，ヂ甕つ其流々

にて幸薫譲ぎの｛髪薩ylこは少し一）、の変陰1ま藩至薮とも，

1一二・匙八1ま変る事も無し。身には露蕎1誓書なと煮て．

木輪縫｝寿・たのさし一）・鯵たる　一ツ1こ，　蓬嚢彗斐謬1破れ

袴なとはきて，木フ驚肌な廓こて，莚の1蔽の

鵜戒は縫透二にて報榮子と蕎合突合て穣毒するよ彗

夕告1よなしαたまたま、繋浅選とし亀…“まとて，　養灘董1ま皮

にわたを入，縫ひかためたる管なんどつ・弓琶“た

る具足を養る，柔弓勢琶‡なし」と運べられていたン），

実萎羨｛奉小言鷺として，そのころ！寵綾｛至蓊鬱！に体裁

が整えられた罫簿荒美談・離編巻之1・三善流露にも，

「さて又右衛門を通したる慮は，　三1講に八難講の

稽露場なシ），、藍ところは一醸ねこだ莚をしきつめ，

左イ諺憂ばめ，　・ノ葺碧こして翫べき1君まか1こ発えず」

と述べられているよ裾こ，掌寺の穂霞激‡まだ11

縫が一般的で，独躯7）建鞠とはいづても，莚など

を敷いた程度のものであった：とがわかろう，、

　また，嘉永§　騒853）集書跨711から，鱗嬉修

蓉のため諸経を鰹訪した鑑嚢藩董f牟縷支之勘姦惇

が，警き綴った鼠講蕪峯廼縫巽録〆諺1をみても，量二聴

の穣責場が多くあったことを記している。醗季葵や

構造を1まっきシ）、記しているもののうちで稽孝誓湯が

．1二難であったもの1ま，縫棄以濾の滋緩な地域1二多

い，、髭王ド，享重寿れた雑嚢に峯蓑蓬表すると，　ま一ギ，馨多変雛

戯藩のを野灘右衛1轟i纏二心影流／と熊野三審三蜂醸

軍流！金羅で締毒した「遊場要義弱輩二六ll薯1之瞬∫二

象1量灘懸絶2鶏，銑1紳津藩の藩鞍道蕨ま猛

襲ユ拾鵜之所二1灘1壷」（勲2欝〉と記されており，

欝後三原藩の荒木総道場は肇鷺1舞獲幾之麩二，

11難二穏巻を敷，中々稽志難致窟盛醗2塞）であ

ったと、記している，、伏疑言籍の韓奏｝鍾養次表i舞韮童舞1ま

「董1幾二鶴舞戎羅郵二三鶴之瞬，むしろを敷穣姦｝f致，

悪敷餐好二爵灘蔓続（艶228〉，遠離畜松藩の学

校遊場は㌧娑羅二三聡之訴二ぬくふくを敷」（艶
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234），評総臨倉藩び）学校遊場は「馨彗二六閣之逡，

土聡二畳を敷3（艶25襲いた程度のものであ掌），

常陸二董1漆藩の学校道場は残戎羅1二董呈露之露士麗誌

（艶2秘で，常陸懸1購の学校講戯館は「、三鷺二

蛋i聡之濃墨鷺二海，雨二晦土懸殊之外悪」（艶258！

かったと記している。｝こ総古溝藩の片1董玉勇ン矢舞三選

場は「鳶天1二之二癬鐵（貧3i4！であったし，繕濃

松代藩の矢野茂遊場は籍三縄二翼縫之重縫江海，

敷物を敷亘駐3講修疑殆せし尾張藩の
療彦羅鄭道場は籍青雲天11二藤，上襲工むしろを

敷荘醗3鋤いたもので，慧雛鵜原藩の学校稽煮

館は『土鵜二敷物を敷，■三絶二八鵜芝露亀」（艶

4（）2〉と記して“いる。これに対し，　上落越・擁し縄東

鉄龍では，冬の寒きや降雪との関係から薮瞬が

響くから普及していた。水戸藩弘道館の演武場
は「一猛灘二二一1一驚喜芝露を二三ツニ麟．三流分れて

　　　　　　まを
重合糞弓，豊麗汽鵜二む鶴之露松飯張」（駐26購

であぎ｝，陸奥概禽藩の出1翅額慶衛跨道場は「纒罎

二六総之逡松薮張」（E2総／，陸奥笠聡陣屋の瞳

騰稽吉場でもヂ薮闘二琵雛之題飯張」（駐268〉で

あった。墨羽轡〔震蕩の渋江内膳稽吉場は「戴潤汽

鶴之麗飯闘」（P．28麟，繊羽庄内藩の大灘龍之介

稽古場は「戴懸二鰭羅之纏，飯張」（駐285〉，越後

新発露藩の学校穣古場綜「黛鷺二拾懸之庭穣敷コ

（P』3（｝2〉で，越後村松藩の村松公穂毒場も「馨彗

三差講藝之麗籔之懸」（艶3韓）であった。また，陸奨

ガ1講藩の三縷大六道場はヂ薮鱗二瞬調之縫鮫張」

絶3縛〉，ト野宇部宮藩の学校稽古辮1ま「一三欝1二

八縫之飯之懸盤（駐3董葺，、｝1野館株藩の学校稽露

場は「『王難二歪i鵜之板1垂議（廻鑓3），涯戸冨増九平

穫吉場でも野七鷺二八麗芝露板之鷺二醸，結構之

道場ゴ（勲338／であったと記されている。猛濃小諸

藩の学校稽古場も「1三懸二拾懸斗極之鐸鐵（艶3鍵〉，

鱈濃松本藩鍔嬌替善太失道場も「鰻1講三蓋饗之糠

襲」（艶358／であった。潮齢として，縫東鉄露の

地でも，豊後森藩の溝翼市之丞選場1ま「叛羅二し

て，菰幾睾二七懸盤（艶2鰺／．績むく豊後瞥霧藩の

学校稽壽場も「戴聡二五鵜之綴麟ゴ（登総態であ

ったもび）などは，鐸籍しいことであった。さらに，

藩主や藩の重役への1二覧のために，伊予松露藩の

学校のようにヂ広所二幕張，天1：ハし晦ぶ紙工醸

狂1覆致し．其辮二座敷喜り，重役其外賓之座敷よ

鱗発勃二旗絞躾。尤先生始難人衆ハ，土閥二敷魎

を警妻，手合」（勲38董）せしたのは，いわ1墨従来から

蕎われている、L覧の寺法であ群），灘野館抹藩の学

校穣毒場のようにヂ穣毒場之左看二畳敷」（勲縫3〉
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にした鯵．蟹舞・猶藩の学校穣古場のように職

麗二鰻幾之土鯵」ではあるが，ヂ家老重役之座敷，

其灘二煮闘之ギ渥盛（盆3縫）を設馨る，稽吉場に

拷設する形式へと変化していった。さ叡こ注1彗す

べきことは，新築され譲勤勇の総籬大櫨審の学

校稽古場は「薮幾二瀧闘之飯懸二海，左虞二は軒

屋ドし，主人之座敷竈、盤設縁るとともに，「中程二

大威がく懸り緩躾。毒霧二ぎ套游禅堂と霞載禽リ」

（艶3｛撚～護｝7）と叢εきれていることである。牟藍鷺毒ご

、。1年余り諸羅を越廃したうち，掲額に関する記事

はここ一簿爺だけである。もちろん，神機や神殿

を糶った稽古場のことについては一ぜ朔も記してい

ない。そのこと1よ，演裁孟暴の施設幡，次第に整騰さ

れてきたことを示すものではあるが，まだこうし

た場所に神樋や神殿を競る風習はなかったことも

示している。

　このように，藩校の演戯場に常設の紳糠や神殿

がなかったことを示すもグ）として，現存する二つ

の演武場（繕濃絵段落の剣衛所・柔鋳所と形勢亀

戯藩の渉董戯場1　をみれば，　そのことがよくわかる。

轟撰瀬①ζま，現存する1嚢亀1舞藩の1輿武勇湯構造認1謹3・

である。この1窮鼠』場1ま，1庵治2　縫8§51年3騒に

申実演銭湯と薦戴蓄溜が建てられ，慶繕年駿に藩

、貌臨場の場としての塵敷と茜裁者溜とが増纂され

て，才輿鼠場としての｛奉戴が整えられた。その｛菱，

大正欝（婚塞）年8鷲，篤志家の寄鮒によって神

殿と嚢強糞毒溜毒珪蓉纂さ鮭，霧｛灘｛3　（至928／年ii影1

に導道場が籍築され，現姦に至っているのである。

したがって，神籤ができたのは，幕末ではなく，

多くの武道場がそうであったように，大鑑年懸に

つくられたもぴ）であったことがわかろう，）

　もちろん，流濠によっては，私的に流糧を祭る

祭壇を設韓，そこにいろいろな神を勧請したもの

毒、あった。｛舞えば，興福寺の玉笹中1こあった宝蔵多発

季舞舞参墓場睾ま，「嚢：藩強き1まい藩・もさら也鼎一艶妻薮なるこ

と震を驚せ轄。三鵜に七畷のから極にて，縫六寸

驚にて，鞭式はひのきふしなしにて釘を表へうた

す，すきめ遣、なく，葱こ能舞台のことし，看灘鵡

のはめへ贅すたれのことくにや弓をかけたるに，

二段｛、あまれ慰二其姦サを愚．墓、へし。黙雛雛賑

瞬八畳にて次之鱗毛、ひろし。　うしろは通し橡塩。

舞讐差御覧のときのためのよし。みすをかくるま

うけあ鋒てみな嘉麗ベリ豊。瞬なる額をか静たり書

字は唯心麗とあ弓朝鮮人の筆趨。篠書場の購に宕

愛の将軍地蔵詳審1紛赤童疑いふものを勧妻猷

て，元養群議栄の像あ垂）。この醜も八畳はか彗にて

ごう天井題∫1簿というものであった。また，欝療

鍵吉の私設遊場注5｝のように，麓敷内び）空地に樫

敷；坤の祭ってあった道場もあ弩，流雛祭など讐甥

な儀式はそれらの繭で執編テわれた．しかし，幕

藩体簿1筆の神社は，地縁や籔縁的な氏神・産土・

鎮守等と結びついた議先揺簿や，家ないし覇族集

1難と総iびついた弄蓬敷神，あるいは｛露・煮銀髪叢の講な

ど，観念的にも儀社的にも，これらは完全にと諺

あった神奮、習合の本縫垂蓬であった。こうした，

勉の神をも稽鉱に承認してしまう宗教的寛容の態
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度が伝統的に維持されてきたことと，のちの神仏

分離による神道からの鬱金的要素を躰除した遜家

神道・手車舞：神｝蓬とは，神道の歴史衰態発展の勤から

みると，こ教らび）伝統を擢否したものであったと

いうことカごできよう。

　また一般に，透微の藩校教奮は，騰教釣人藤彩

歳を雍ざしたものであったことから，多くの藩校

では，学校内に難堂を設蹄て孔子を掌神として祭

った、，したがって，承舞藩のように，神蠕㎜一致を

説く木鐸学の精神から，鹿島禅能を中心的な簾置

に嚢三彗，髪麟をその第■■・神1携の外に設1けた｛霧1ま，

ごく稀な｛舞であ一）た。その水戸藩で老、，武館に

「講要及韓政等ノ塵ヲ設置ゴしても，常設の神搬

や紬織までは段讃していない滝7｝。また，明治維

著書の議嚢講1嚢落菱には，藍葺避糞の葬竃盛ととも1こ，審ミ簑の

祭典を神式に改める藩も饗われた。菰野藩でぱ，

「維新後欝1道館二於テ登霞天雛1筆1蓄注：広神）

稜ヒ藩羅土方雄氏ヲ祭神i・崇メ纏年八弩十｝登1ヲ

以テ祭典ヲ子露疎」い，松江藩でも「修道館二於

テ鐵雲羅ノ議神素義鳥尊大己貴命ノ1神ヲ祭・ナ棒

線iヲ講キ豪峯難茎髭事i遜ヲ奏シ教授，馨，誌三神｛斐巻天孫婆葦蘇轟

ノ蒙ヲ壽葺シ、1蓄学餐誓垂茎遵ヲ多凍テ基礎鑑瞬」　とし，　を糞

津藩では「漢戴場ノ羅業ハ摩羅支天或ハ1｛水煮尊

ノ騰｛象ヲ捲きケ其式ヲ姪離魏」つた、、　しかし，その

こと1こよって『貯ぐ嚢聾番交のξ寅蓬髪麦湯にも神権彗イ〕神殿ゐ苧

設雛されたわけで縁ない。

　荒聖の芸怒髪麟宗教的権絨の復活｛葉酸復｝勢に

より，中爽集権的な統一麟家を完威した醗濤致癖

は，祭薮一致の神権救療を鱒酷した。この新政癖

馨書艶11の手旨導1轡イデ才賢ギーとな鯵えた｛箋話y捧き蓬

は，圭董衆ダ〉譲無二う1ナー）フびれてきた氏ネ串イ吾竈数等ぴ〉

韓の鎮守を，伊勢神餐輩の末娃1こ韓1欝乏づけ，雛先崇

拝の｛、ξ｛環を巧み1』二季事馨してノξ窯崇拝ノ＼と導き，散

麟墨崇襟を基軸とする套雑体グ）教義の養∫教にグ）身搾残し

た、、そして，その｝凝全ダ〉に．巨1疑廷舞．来の｛ム教蓼｝ノ3

を土葬除しで神娃の｝謡本難三を琶窪在する必要性を塾辱憂

した。これが轡1治元（茎8暮8｝舞三3112811の「神仏

分離の令」によ弩，神仏の1琴1確なる分醗鼓策とし
て『 ﾀ施されたものである『そして‘．1緯年4弩の賞

灘建蒙：華1によ1多神華糞麓蓄が再興さ駿たことにより，そ

も弩〆で神鍾の中奥箋幸嚢麟｛耳偏鰻1が強行さ毅てい一、コ

たび）である．さらに，醗治31建7繕年玉l13｝1

には「大教を竃律せしめる，！匙が発せら駐，天聖

中心の「・畿縛め超糞」力勝iらかに，蔓藁い1二げら駐，

謄86－3

翌萌治窪　（i8警｝隼5舛i妊垂に発せられた響神経

ぱ国家の宗麗につき，神嘗以下神経の畿襲神職を

廃し精選補任の件」によ許），欝欝稗官を神経神道

の総木垂舞とする神祇の公的絡で寸諺がなされ，急1敏

な神遊醗教化鞍1策が雄進きれていった淀奮。

　しカ・し，　こうした率串道縫孝交｛と政策に業まし，瞬亨台

4（建殿｝年欝鐸，条約改謹の任務をおびて歓躰1各

露を歴訪した岩倉具視ら一蕎に，キ弓スト教弾罷

酸策に擁する銑趨が籟次いでなされた。また，家

国小弁務縫森有能からも，窪三書本にお縁る宗教の葦1

窪稔と題するノ卦欝』多」寿ご太政大饗を二三1条実嘆…1こ建難さ

れた磯，糞蕃本願三参の欝島雛王黙露1も，政矯：のき蚕教｛と

致策を撹判ずる建白を待った鞍したため，明治8

権875）年舞舞2713，ヂ鶴教（7）護蔓馨蘇撃拳の菱軍達」を

発し，天皇簿麺〉枠内で1まあるが，各宗教に震教の

藍籍舞を註怨めるノ！舞舞をフ覧｝参こと1こなった。このよう

に神遊縫教鞄の挫新：は，国家の宗縫としての禅撞

神道から，宗教としての機能を切彗捨；て，祭誕三と

宗教とを分離し，一般の宗教とぽ薮蓉llする蟹家神

遊捧譲への遊を騰いた糞三i三1。

　腰蓑毒22（i8き9〉　年2縫i玉蕪に発擁！された大騒本

帝欝憲法は，第28条に穣水難観ハ安寧秩序ヲ鋳

ケス及爵喪タ拶ノ義務二費方骨ル鰻二於テ｛言教ノ

嚢虫ヲ1糞ス」と定め，神事歓ま憲豪去グ）定める宗教に

葺ずというたてまえが公署去的1二も蚕窪窪さ舞た。さ

らに，畷招21欝舘〉年8罫重訂1，裁縫の宗教に

賭する学校教育の綴本寿針を確立した紅一般ノ教

曇至ヲ3芸孝交多調食事工事蕃『疏セシム声レ｛㌻藁（一文1舞三省誰1令弟

董2峯｝｝により，掌紋は宗教鎗に無琶でなけ舞ばな

らないという方塞畜力ごとら釈た注1象、、

　羅妻ノ教課至ヲシテ芸芸事交ノタ奮∫二季拳甑セシム膨ノ“糞

　叢と簸必要トス、鎮テ密主公・影響校長学科、謙稚

　二1難シ乳酸令ノ葺発達アナレノ糞蓄交二二ξ誉テノ・、1蒙零鷺夕影ダリ

　トモ3郵事変翫ノ峯愛糞至ラ右矩シ又ハ；誉孝女鉦ノ｛義董気ヲ蓄f

　フ撃茎ヲ暮冬峠卦峠野ヌレズ＼シ、、

　曄1治2書1玉8郭1年4馨童71糞こ鰯艶された大鷺本

試穂会1鍛ド，「裁徳会」とい潟は，建暦騰17！嬉）

年韓裁』総髪力斌1麟隻を造営し，諸籔から「武芸秀

衆者」　を築鵡て一叡｝箋したという故実にもとづいて‘

垂難嚢義さ擬たものである享li13…う　した寿凱ノて一，　古経‘詳董

麟幸嚢蕎さお．た葦斐徳祭は，手銭蒼髪ナξ皇を祭妻事とする’1五

安神蠧毒籍建纏綜こて蓄fわ穀，演試場にあてられた

会場に幸、飯神殿を、設酵た、欝舞台32縫8§膨　年，武

徳会は峯婆穣に演武場こ才『tを「裁穂殿、と稚した1
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を建築した．藻擁の誕麟では，裁徳殿（玉縷兼神

殿1，後段（天皇の蘇悪所〉，演武場の二三施設を建

てる予定注樒であったが，予算等の縫孫から，銭

徳祭は雫安稗官で行うため，武徳殿と後段の建築

1ま取勢至墨二められた。そのかわり，1寅戴鱗善の中央ヰt

鰯に正慶が設諺られた灘轟㌔　しかし，常設の神機

や神殿は縁談されていない。ところが，購治30年

代後事から鶉隼代にかけて，次々と各道痛察支部

の武徳織が建てら舞，支離独難の武徳祭や演義会

を醗縷するようになった。その際，蓑徳祭を執行

するため車輿r貴蜜罐後方に｛痩神舞隻が安羅され，そ

の醸罫で式毒f挙手云されたことから，中実貴蜜癒力ご凌｛

第に神職の役をはたすようにな擁，さらに神殿を

紫才喜憂するようになり，いつしか1寅蓼津島の中央に1ま，

五塵（貴賓霧1一神殿があるものというイメージが

つくられていった。潤えば，武徳会の機鷲誌繊

徳誌累麟3§．暮～42．至2調戯徳会誌麟絹姶、玉～薦．3う

に記載された地方支離威徳殿の記事をみると，神

殿を設還したと瞬記している交譲と，単に貴蜜罐

を設i酵たと報｛彗している支1鄭とがあ彗，簾舞寺1まそ

の零多ぞテ簿1であ’）たことみ稀薄われる、ヂ煮垂悪殿の萩：築

西嶺麟潔稽と題された宮雛祭支部の鞍告は，「玄関

より正蘇を紳壇とし」と記しており．ゼ群馬支離裁

徳殿新築落絞式」には，「鼠徳簸中奥正藏の内殿に

祭壇を設け」と記してお彗，「麗麗轟支藩鼠徳鍛の

落綬と総会注驚」には，「後寿の車輿：に乞坪の一段

轟き麩あり。莫の又た後方に■一坪の醗酵せる処あ

り。難ち神殿にして，轟彗方は貴顯方の観覧に購ふ

楚茎な聾」と壽轟きれている。また，織麦馨を支爵袈輿葦穂大

エヘ　　」に毫タ，「神震憂1二1向って舞墾舞弩正しく蓄髪鑓嶺を

建め匪と記されてお弓，新潟支1鄭のF威徳簸新築

落勢と淫婦聾にも，「秦串殿・三紫ミ1こ新、＿フ父」と凝三されて

いる磐これに帰し，「大薮委賛藩武徳鍛新築誕

　　紘には，「建懸に貴賓癒を設け」と記してお

り，「離圭技部の透湿注2㌧1こは，瞬三年九弄聾侮

一［を超せ弓演垂難馨は……離1蓉を一三埣審」と記して鳶

辱，「寒簾支離新築設，費注22｝」には，「亙｝三藏i二享受を

貴賓癒に発て」と匡記している。また，舞森の「支

薄舞糞壷斐箋霧落縁と∫鏡濠23㌔に1ま，「来賓髪蓄■｛二士導牢篭とし

か記されていない。このように，武徳会の支藩武

徳殿においても，武徳祭の時に演戯場詫灘瓢蓄喜染に

｛疫神襲隻を言量1ナること1まあっても，蘇書盲愛の神馨菱まで

はすべての支部に設譲されていたわけではなかっ

たといえよう。そのことはまた，武徳会が議定し

た「形」の礼銭についてみてもわかろう謝2を。、明

治3§（欝癖§）年8芦1に議定された「大1ヨ本威徳会

議走禽彗衛彩」では，駿翌に軽く薬事しす」としか記さ

れていない。また，欝1治腿（緯鷲｝年i群1，文部

霧主催戯衝議黎会の1鰺に麟建された「彫（のち『大

讐‡帝園鰯道形善となる捲には，「場に臨み姿勢

正しく靴窟に1舞て戴隻ネしし向合叛に碧蓬護』重」と言註さ

れている。こ駿を受け継いだ大講本帝遜舞透彫

（大鑑元年欝慧綱定｝は，夢打太7聾量∫太考鱗ヲ鍵テ

、凱幸し二始ムゴヂ養菱春冬ノ毒しノ、最淳厚二1擁シ」としか議三さ

れていない。これに対し，大正6（欝i警年9彗，
これに蟹繕差がなされた議251。そこで擁ぎ）て，「甚ノ・

先ツ鑑痙（五塵又ノ・神舞彗／　二二瞬毒テ苺交拳もヲ澤毒シ至愛嚢1

擢ノ耗ヲ為スモノトス」ヂ最終ノ社ハ兜ッ癩鍾ノ礼

ヲ為シ次二重痙（玉座又ハ神糞船工商ヒ敵視シテ

退場スル強襲トス」によって，一纏とか織郵織

ということが華灘記さ農たのである。したがって，

武徳巖には神機や神華竣があって“あた彗羨となるに

1ま，簿藪襲来響1から夫妻三年鐵舞こか縁て，流派の枠を

越え藝離家のための鼠道，　それを媒介する神櫻とい

う意識改革が必要であった。この意識改革を大き

く毒彗遜奎させたのiま，蓄妾ま盛一掌る「藩吏解き素餐蓬」　を基華冑

とする墨壷寿暑襲」鍵蓮1動であった尊

璽　地方改良連動と神機設置の警及

　明濠毒7…一38年，馨窪鮮・1薦薦｛グ〉支蔽捧窪をめく“る巽

露講麟1垂紛帝蟹妻三義鞍争に勝孝駐たわが誌鑓，暴t

早詳の帝誓錘粟三義国1こ舞重していくため，　1墓内｛奉霧霧の全

藏的な再編疲が致策1二必要であることが評1覚され

始めた。特に，1誘致的にも大きな負擢を負わさ穀

た地方農馨を堂て藏し，騰家の興拶難掛経1融解
メ、舞勺基鬢茎を餐iう幸掌鼓舞王季重に書至重鑛計ξること寿f急墨金と

された。そのため，響舞台3§（i蟹海〉年5縫i二鰭｛霧

されたま塗方婁乏密会滋養1こ欝1，内考窒雀から準衰撃篶葦事1こ

短し，「地方事務二関スナレ波意参考事項」が提示

された。

　一、神縫合麗勧奨二関スん件　　一、招魂社麟蹴

　二関スヌレ件　　・、神職任羅二縫ス’レ姓　　一、神

　職雑体二関スん件　一・、絶秀鑓捧ノ監督指導二

　鷺スル誓　　一、基本露塵ノ発案董保箸二羅ス序

　件　一、部落孝舞孝産ノ統滋季1礪二縫スル件

　・、地方公僕叢滞納処分二関スル件　　一、縫騰

　記念事業董戦後地方経営二縫スナレ件　　一、警察

　／重致二関スヌレ件　　一、衛生行致二関スル件

　1まじめの纏工嚢繕1‡，馨一季重と神室圭とぴ擁難｛系を密接
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にし，　医家禅達茎を翼｝嗜重鎮蜜裳鞍二手憂透させるためにと

られはビめた酸策であ弩，次の尋項嚢は，町税財

酸の立て毒し・確立のためにとられた散策であ
る控2窮。そして，これらの散策は，響費台壌軽蟹）8）

年璽群1に発辮された「戊申詔書」を合緩に，空前

の睡喪教化運i動として靉靆されていったのである。

このように，圭建方行嚢麦の改良1こあた弓，神能をそ

の申・む1こすえる垂嚢韓1が一季隻と強められ．氏一計緩織

の統霧ll力搾fわれた。また，神餐1と墨壷美或書誌舞ミとの結

合を強化するため，村落1の神経を行政1え露の一一季重

に一落tという　「神事土合ゴ誓」毒縁塗争fされた3

　きら1こまた，　嚢露華楚季重菱グ）づ歪鍾舟運童舞の発展書｝，

縫会貌義懇懇の浸透に電機感をいだいていた酸晦

は，、雛露の渙発舞来，機会あるごとに，敬神崇機

の伝統的選縁による天窪調イデオ聾ギーの注入・

強化を購んできた。中でも，明治逢3縫§i癖年に

おきたメく遂事替隼は，披らに穽常に彊麹擁襲撃を与え，

翌年盤1に聡縫された地方長官会議にぱ，内務魏71

　支！1謬濫2諺爾1大駆がとも1こ敬参事崇茎塁1二よる国残：懇

懇の統”一を譲1ラ貢した。そのうち，ノシ松原文部大1盤

はド羅野道徳二鷺ス／軽もの中で次のように譲示

した。

　○　搬先崇敬ノ精神ヲ涵養スメレコトハ懸銭道徳

　　ノ機才ヲ扶麺ス艦二於テ薙11要ナ筆メトス。故工

　　冬串各tヲ雪曇｛敦シ柔銭失1ノ祭華駐ヲ重ンス揚力麺1キノ、

　　教官1二最モ意ヲ醗ヰ号ナレヘカラス。業報忌ノ

　　事ノ撫キハ義羅1馨膚ノ道徳懇懇二墓クモノニ

　　シテ騰ヨl／之ヲ璽ンセサ／》ヘカラス。敏二諸

　　『■鉾季交二姦冬テノ、常1こ量蚕二才『髭意シ　嶺菱f裏表茎ヲシテ

　　之ヲ忽ニス鋤コトナカラシムナレノ、勿壽露，職妻蓬

　　ヲシテ嚢ラ華鬘ヲ7箪シテ慧三絶三ヲ．毒糞膏シ多喋テ国華蓑

　　選徳ノ撫養工努メシム膨ヘキコト阜

　さら1二，　蓉三意事工藝グ）「藩£元嚢寡まζ≦遷祭蕪等身際シ

教欝11注意ノ件」の中で．異体的にπ糞ノ鱗圭ノ

事串客と掌？クノ、蕎蓄魂事圭等ノ祭巽二1際シテノ、諺1育1鍍華二

注意スナレハ勿、論．職員ハ生経ヲ率ヰテ之二参拝シ

｝漢テ鞍隻神ノ、急患薯蓄髪匿鱗ノ審舞神ヲ養毒養セシムナレノ、糞垂

遷鱗有効ノ、古法ナ1レヘシト信ス。藻と講示した壱

　この文構の淫意は，全校生経を耀率した神娃の

薬勝参拝を鼓癖欝らが瞬疑に譲示した羊、のとして

璽要である，，，欝欝の渙発銭来，すでに地かによ一）

ては全校生徒による神経参禅を鴛っていた学校も

あったが，今擁の護憲によ彗，それにはずみがか

かった。さ覆こ，翌鱗治蕪蒲董2〉年絆1難1，

第28講帝羅議会衆議貌に提綴された葬神社豪儀二

欝8§一3

鱒ス脚達議案」（大津淳一藻鷺提墨〉と「禅鍾鴛致

統一二関ス脚達議案盛（攣購龍介君提鐵滋讐とが

可決され，提案の檬幹をなす神毅鶏の設置（これ

が実愛するのは，昭穣轟隼賞馨の「紳績続審麟」

の公葎まで待たねばならない〉は実親されなかっ

た謬れども，艶童・生徒の神社参拝にはますます

ぱずみがかかった。

　鼓梅の示した神栓参拝の譲示は，実質的には強

峯1雛勺な方斜’として地方の学季交に伝えられた。その

ため，神経への強譲参拝が，糞5の繕ずる慕鐸に

反するとしてこれを捲否したキ》スト教｛逢の告嚢｝

によ垂），トラブ馬となって額姦免したひ

　（藩舞各〉　然るに轟撰糧1灘の文薙藝や内務の雲i羅｝蓄中

　の一一部の人々は，其道徳教舞の失敗に鶴翼して

　種々の事をやって発た揚鯵の果て，頻ぎ）に神樋

　の祭典を穂耀して敬神の観念を養成す薄しと購

　へ始めた。薄して其結果にや，透1嚢鎮守の祭典

　に小学校の教錘が生経を群率して之に参詣し最

　敬幸しを為さしむ・ると云憾、季蒙な事カヂポツポツ起て

　来た。戯れ暴舞の醗憲の為に決して軽々に養遜

　す糠らさる所である。（彗二毛教響鐸韓2第蔦葛

　弩，購翼．欝．i5灘l／〉

　内務省は，鋳内麟の神経崇拝の講本は取ぎ｝溝さ

　ぬと云って縁るが，解し霞驚に鐵た麟霊のやう

　な鞠で，金蔓引っ込むにもきま弩がわるく宇宙

　にさまよふて駿るに遺ぎない。去彗建て疑る、霧

　麗な麹霊納講艦までも遵奉す瞬く強みらる・人

　達は実に無い薩の皮である。繹1二毛教響騒鞍匪

　第欝欝，明45．3．i5注蹄

　較！近小学校に於て，教輝が生徒を率みて建地の

　鎮守祭典に当弓之に参拝するの嵐あり。基督教

　縫の野薄は之に繍はる薩きや誘やと護へば，蕩

　人は之に参撫せしめざるを鯉とするものなり。

　鼓癖は，神社と神道とを区臠し，神経は講家に

　功労する人々を祭る1響の記念御の難きものにて，

　宗教とは全然無縫係な彗と為し，之を懸銭教奮
　1こ奉拝擁して鐘至先誉馨羊と季窓じをと垂婁も，　今・羅の神審と

　と神道との関係は蕪だ曖昧なるものにて，政府

　の神事赴髪琵は事葦嚢を法覆参1こする琴婁弁と言霧、玉擁し。

　（聾1毛教卿1幾第董総弩，大2．鱒．玉5潜勢

　綾らは．学校が発童・生経を引率して強譲約に

神鍾を参拝させることは，購1治憲法の定める「儀

教の鰹嚢黎」1こ違便する毛、（1）であると薮憂嘉した。さ

鱗こ，学校は鱗嚢｝なる形式によって｛、宗教1二の儀

式を鴛ってはならないとした，購治32年811311
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のヂ”一般の教育を宗教以外に特一動せしむる件蚕樋

（文離雀譲念第i2号1に竃ナ違反するもので，政癖

嘉講蕎が神経参拝は健ら宗教的意義を有するもの

で1まないと護肇鐸するならば，そび）ことを1よつき磯

と購示すべきであり，神袖参拝の儀式より宗教的

な部分を除去すべきであると董張した。ここに，

神社非宗教のたて羨をとる政府の方針は大きな矛

盾を露呈してくるのである。その後，大疑2韓鱗3／

隼6弄離3彰1，内務欝宗教騰が文韻露へ移管された

のにともなう宗教行政の説霧会が，瞬無難蒼舞馨

～4菱ilまで禅・9，・基の宗教界代表を文部大駆官

邸に招待して蒼われた。そグ）機会にキリスト教代

表は，「稀事tに対する敬意と宗教1こ対する｛誘郷的敬

意とグ〉襲｛驚1を轡窪かにして，　公諺に誹iラ塗せられんこ二

とを霧塗すゴド小学教嚢が往々党輩を雛率して神社

仏麟に参拝を強塗ることあ諺，爾来薩事無き様蕪

腿よ参議示せられんことを秦望す」など8項嚢1に

わたる要望事項1婁遜｝を強く1募菱した。しかし，実

際には要望事瑳馨ま無事楚されたままであった。その

ことは，舞藝馨察，神駿菱会メi茎｝舞支1峯謬力ぜ，1講義酵母の学季交

64校（うち1羅答を寄せたの1ま§7季交〉に支ξして鴛つ

たド幸串冬tと摩馨交との鍵妻畢各才芸3の言轟査幸蓑盤｝霧1｝擁奪を

みれば1よく　わかる．　中’糞季交や農・商業学季交は，　1慈愛

神崇雛の念を涵養するに就ての実施要項ゴは鶴ら

特需設睦ていないが，轟等女学校では寄織舎に神

鰯を設羅している。，また，ノ1・掌校ではほとんどす

べての学校が韓らかの彰で「神耗参拝」を箋施し

ておシ｝，各家庭でグ）毎韓の神仏への零も拝や，神鮭

（7〉蒼糞を遷1遇する1響には蘇鉄捧蟹して峯しすることを

奨励したりしている。さらに，瞬箒を寄せた57小

学書文中8校が，亭交1擁のしかるべき場舞舞こ神纏もし

くは大麻奉安醗を設け，縫朝職鑓・賢童の敬礼を

義務づけた学校もあった。このように普及率は低

いけれども，神舞参拝とともに神雛iが小学校内1こ

も入を｝こんできている事実は，裏然，学校の裁1道

場へ‡．設議される羨提条件となっていた。こうし

た嬢ぎ潔ま，　お‘そらく全羅…緯勺1こも起・）ていた墨髭象で

あったろうと思われるll三鎌，，

　メく登三6　纏9至7）｛套i（）鰐， 鷺シアに革命寿ごおこ二聾，

鐘会1三義致権が難疏された。翌大蓬7磯縫揚年

711，唇警出県ド辮鐵蔀魚津町でむこ・）た米騒麟は

またたく難郵こ全量嚢の＼才疫及し，　これ1こ癖i萎敷されてツタ

鱗運鹸が活発銘し，労鱗繰合の誌疲があいついだ。

これら　一連の動きに不安を慰した政癒は，治安短

策の必要を藻癒し悪処警察欝の大増藝を行った。

それとともに，警察霧の二1二気を毒麦舞し，蟹家の警

察官として薩撹を｛遷す教化運難が繍舞され，警

察精神の振舞三のために次第に裁道が浅轟きれはじ

めた。そのことば，大鑑8　！欝灘／年の寒稽古の

活溌ll三㌶となってあらわれ，欝少年の思想善導瞬

策として妻糞垂驚場を零嚢極嚢戎葺こ欝1融：注3議する政策とな

ったΦ

警察霧演銭湯公醗ノ件（套霧奮葬麦焦蠹毒騒妾

　1其ノ1裟慈垂二於ケ影姦郷軍λ会・糞年観・官公署

職勢学生簿ノタメ警察署ノ演銭湯ヲ公購シ，

　武道ヲ練磨セシムヌレハ馨疑ノ葱操ヲシテ韓彗健婁重

実タラシ幻レノミナラス，警察卜農業ノ閣ヲシ

　テ茎妾懇1彗溝ナラシメ，廼テ警務ノ連舞窪1二季馨益ス

　馬所講二多大ナルモノアリト悪轡セラレ躾二親

　テハ，支離ナキ張り演戯場ヲ公醗シ，蕎望養ヲ

　シテ麹壕之力練習ヲ為サシメ，盤礪碗，助手
　等ヲシテ蓄暴導孝交養セシメ，多岐テ群牙欝憲ノ難癖態ヲ圭髪

　ス鑑様努メラ移ヘシ。、

　邊テ諸遠翼ノ膿来待麟鍵鞍敷ヲ撃ヘラレ聯黙

　さらにまた，大治射i鱗1年2／1711，横道

奨励二騰スヌレ件1鰹搬（警務承徳購矯が指示され，

警察害毒檸の振誓三寿ぐ■手蔓と錘1｛とされた。

　武達室奨葦簿二1難シテノ、野テ蓄霧ラ重ノン欠第モ糞乏夫

　チミ養罫灘シ難｝ラ’レタレコ｝・・霧雪ス∫レモ，　選舞キ重髪ノて糞；

　濁ヲ観海二，勤モスレハ精神ノ緊張ヲ鉄キ徒二

　彫式端釦猫ヤノ績キ宥レノミナラス，病気其
　ノ徳二薯諸臣1シテ舞舞蓑ゼヲ潔きサス。　父監蓑蕃曇ノ、率先

　シテ轟ラ範ヲ垂レ離ドヲ誘導セサルヘカラサル

　ノ妻任ア声レニ拘ラス一躍ノ練習ヲモナ昔翫擁
　フナレニーーノ＼ノ饗言書多嚢スラ講～圭舞シ継｝ラーサ膨ノ｛懇ア

　馬力鰯シ。是睾尭平素之力監督緩穫敬雛ノ致ス

　藝辱ニシテ，葬薙二1武峯蓑奨励ノ宰毒神二磐糞タレノミナラ

　ス，言気雁擁ハ，ll誰ノ繊譲紀律ノ階妻垂垂
　大ナナレ1難｛幕ア荒・ヲ多凍テ各｛姦ノ・　一麓善感ヲ農工』二葉交シ，

　1纂ド監繋ヲ厳密ニス膨ト巽二鋭蓮糞幕蓬ノ奨励二

　努メうんヘシ。

　追テ鼠道麟麗繋念壷武道練霧歳睾奏表｝舞表ノ通改

　瀬瀬集，離隔教養ノ養魚練習大毒籍確実二講

　甕シ翌鮭藍騒玉茎に鞍｛誓セラルオ＼シ。

　彗中武道嚢季節勤怠藁蓑進華縷欝疲績難告（以ド略1

　二うした警察精神鈴振作注鋤は，騨家1一天嚢1

のたダ）の警察官という露覚を健すためであンタ，武

道ぱそのための最良の手段であるとされた，した
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がって’ Cそうした警察精神を譲馨褒する箋懸所は，神

髪な土器鐸菊でなければなら　ギ．それ呈ス豊ゴこ馨豪家のた

めび）警察’露という意菖酸を藤橋～とするような隻高所でな

ければならなかった。そのために1ま，それを媒介

する禅機あるい1ま神華護が必要であると強く意轟裁さ

れた。事案このころ，警察署の武道場に挿搬を設

麗する署があいついだ。轡蓄えば，警擾盲嚢警会・の

機1馨説1『糞警塁1こ護三載さ戯た「赤墨蔑嚢撰ぎぴ〉蓬髪神奉

縫式及演戯癸会式灘㌧に1ま，大鑑欝（欝鍛！年

P垂2511，「香取鹿轟海神宮の鐸糠霊を遷して武神

となし，莫び〉奉艇王3惹を挙行し」たと鞭むている。

その奉凝三式1こおいて｝難避暑墨乏1よ「…一叢二季観蜜戯

土蕩ノ紅挙護神トシテ擬ニノ露奪菱垂ノ鼠舞ヲ鼕鼕篤ニツキ，

講大神ノ広大無透ナ馬神護ヲ舞移卜巽二特二諸子

二文書シテ霧繋アリ，　夫レ戯藁蓑ノ、大義公｝蓬ヲ基トス．

豊ヲ鴛ヒ罪ヲ退クルハ戯遵ノ複本精神ナリ。披講
素…ヨリ必要ナ弓ト藁垂モ疹ヒノ大零轟紳二疏註嚢シテ蓄妾舞童

メテ箕ノ技艶彩ヲ敬ツ。ゴと言圭議鮭た自また，蟹

本警察新懸邊は，鰻谷讐の「演武場守護神鎮獲

祭滾ちについて，ド東京鱗谷警察署長鰍｛至警綴は，

思想響混蹴の今llに処して署奨が超然として警察

審岳神を｛裟季キし葵憂務グ）糞垂善を致さんと『ポるにぱ，｛敬

神1議を以て頭脳を養成すべきの蓼、i毒を認め，特

に演蚕糞の大精神と合体して’遵箕島グ）神聖を保つ1二1ま

神藩演戯の方式を執｝／，先づ舞殿耗拝に始むべき

を考へ……演武端正藪最姦綾羅に大難一撃太神慮，

香取禅徽，秀島紳縫，響1治神欝の守護神奉翻の設

備を了へたので，其の鎮痩祭を本騒十1葎l　l奉芙

蓉捲券叢i念韓1こ｛轟｛斧〉午蓄妾一一1轡より挙ぞテ」　したと，

樗無難署長の議しを含めて“鞍むている。また，警鍵

庁武運慰籍柴銀衛守・彗擁縛道ら数人は，　「鏡程

香取鹿患講神宮へ参揮、，その舞守護簿を奉議し

て帰京。察警務部長の手を経て篶ドの各警察署

道場へ戴締欝」した。このことは，各警察署武運

場に，すでに「郷守護符」を受諺大農る施設が整

えられていることを示して’お離，もし飯りに，そ

うした施設が整っていな馨れば撃急に設置せよと

いう揚旗であったとも解される“経年§1錘ll，

小松瞬署でも，「大難察太神宮浸香取，鹿島嚢禅宮

の1舞神霊を演戯場に遷して鎮護神と為し，遷癌式

を挙行注44なしている。さらにまた，膏梅や千住・

繕1を住の各警察署では，「鎚裏袖樋の設鱗なか聾

しカご，　珪と蓄鷺｛季響才覚も蓬警蓬髪妻台を機とし，　謬警取鹿島の試彗

武神の審真庭式を挙蕎一ぜ診）濠蕊なと嬢じている，，こ

こ二で才豊鞣す／くきこと1ま，　青梅結⊃ト｛i髭・準星費銭三グ）警

察i欝て彗ま，「従来；緋…搬の設雌藏なカ・軽しカもと轟三され

ていることである。このことは，神機談議が大正

騰年ごろに鴛われたことの証蕊となるからである．，

バ
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鴎③　大露本裁徳会茨城支離演裁場新築設謙麹・縦懸面穰灘7一（昭、稚4年欝弄1酸類
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籔④　大銭本藍徳会茨竣麦離演戯場新築設欝襲・横藪錘霞（聡縮4｛1濃選竣鈴

その後，鎮痩祭グ）、記事は暮とんど記載さ於なくな

る。わずかに，大鑑至3囎2禽年磯i麟葦，i羅豪

大震災で焼失した警視庁演武場の霧建鎮塵祭注欝

くらいである．それは，改めて記事にするまでも

なく，そのころまでに1ま，警察署グ〉垂範遺墨島には神

鰯あるい1‡挿蓑曼がほぼ鐸愛護しつくされ，あた彗唇糞

のこととな・ナたからである。こうして，学校鉄聾

の縫会教蕎施設での神搬羅熱讃羅が急速に進んで

いった．一

　大『謹欝年ごろ，警察署の武道場に神機もしく1ま

神駿菱7琶、多量羅！し華冬わったとみられる惹、）　・っの轟塁塞三

に，療ε7齢蝕年81鋒雛二鐵された陰縫
練習基本濃墾と，大1鷺買漁22／年i群至ころ婁ll遵

麟籟1嘉議の結果教海さ駿た「鰯道基本練響注碑㌧

とを疑二華交す農ばそグ〉ことが、よくわかる。、大鑑7年i

の「鐘選練霧基奉」には，戴道場のことや練饗心

得については擁も触れていないが，大豪i鷺年の

「鰯遂基本練習ゴでは，「鋳選練習の心得．1と題し

て鐸1葬の7項縫を掲！デているひ

　一、｝蓑蕩繋ま神聖なる鰐頴看な馨。鹸にこ教がま銭入

　　には麟羅文は袴を蕃穫し激震の念を麹持し容

　　葦肇を要塞響き二『掌’くし。

　・、穣搬は礼に始葦｝て裡に終るべきものな滲。

　　歳に選蟻お二総ては静粛を旨とし濫掌）に姦談笑

　　議し又ぱ難喜声援等の補為あるべからず。

　・、管ノ髭ま武賢σ）藍建たる糞本ノ3を彩ぎ｝，稽古遵

　　蓮蓑まi詳轡を豪農る羊フび〉な彗。敏1二之が耳翼撮1オ

　　法に従ぴ最も鄭重にな一季¶べし。

　・、稽歯糞袴は螺乏に著lll誘客霞遊興の菅蓑は

　　その1麟｝算，ノy法を慰らざる1ま勿，義必ず端｝塾し

　　て之をなすべし。

　一、餅（食季愛護套こ練饗をなし父1ま垂簾饗童憂き薮1二入浴

　　するは糞に緯重生垂1糞f露なるが故に練欝は少く

　　とも飲食後鋳鵜の後に之を響ひ入浴は練篶

　後1・踵分縫を経て之を為すべし，，

　一、1義気を帯びたる毒1ま奉蓮媛に練習を為すべか

　一、舞1透等級に敏掌）懸紐の霧色を友の嫁く薩窮

　　す薩｝も繁ることあるを容さず、、

　　灘線舞謝葉色　　謹綴本浅黄色　内縁以卜「翼は

　　無紋濃無縫

　このうち，等縁に賭する第7壌はメく1釜三7年の挙、

グ）にも，詐さ駿ているが，飽は『基本練習の毛喉｝」

3畷｛縫と会わせて嘩転たに邊趨1されたものである〔

つぎに，練習醗始麩｝の礼式についてぱ，大鑑7年

の「麟遵練欝基本」は，係乗欝欝豫衰耗式1として，

　毳毳響華霧ノ、銭土ツノヲ》亨ヲ1影シ7ケ峯ノノ二二メ距夢テ王統テ華鍔

　ノ離甥讐ノtヲ革装握シ，　馨葦手巽ヲ縦二婁讐二推｝ケ彗幾1難妄棄籍

　1箋毒1ヲ華墨ク彗箋肇｝叢i三二二妻妾奪蜜シ，　ノ」ヲ欝乎二重謹ケ　1嚢ニ

　ノ場合ノ3背i・承平線1・ハ約耀・度ノ態度ヲ海ス1

　耀鍾1請合‘後鐵構ノ姿勢二於テ厚尖三才ノ交叉

　ヲ轟スノ緯1鋤二■進ミ，戴疏ノ盤ll鈍ヲ交換シ

　趨二右翼ヲ以テ菜ノ藩鍔多力ヲ体二灘とテ逆二艶

　欝金シ童会モノヌ亨蓄友クノ態峯蓑ヲ多臓テメくキ・ケ厩蓄ヲ離

　シナカラ， 鴛語手靴夢隻聾り塁篤蒙｛二零糞1姦二番rドシツ

　ツ左書ヲ鍛テ韓ク豪覚ヲ握…ず，刀ヲ構へ‘糞力



44 麟島大学教欝掌籠詩集3躰｝

　後鐡！上灘灘騰1ヲ各外方霧噺髭度二灘キツ・鱒鋸

　シ　（珪とノ土鑑合東元ヲ婁餐リタ移左舞痘ノ、難ント真喜薮

　トナリ麿雛姦之二適ヒ刀実三寸ノ交叉ヲ為ス／

　1嚢1二茸尖ヲ交叉シナカラー蔓立霧然｛本二移ナレ。

と遊べている。これに対し，大正難年の「鋳遠基

本練暑劉では，「不動の姿勢及び抹憩肇「練習の始

め終掌）の甚式註「難の被き方展び納め方聾の三つに

分きてそ雛ぞ駿説醸している。その中で，「練鷲の

始ぎ〉春冬鯵の肇し式」　1ま，　ヂー妻1麟翼警大飛ノも歩の獲1離1こて

聾隷窪し，神籍雛こ陶て社を行ひたる後瀬麗の耗をぞ掌

ふ、，練翼終鞭ての礼慧穏薮の礼を行ひたる後，神

1霧に純を讐ひて退く。疑君王の礼ξま鐸礼騰1ち1ぎ峯を

僅かに表方に鎮静敬意を表して後覚に復す。この

場合機種に鰻を浅くこと彗予要な鵜と遠べられて

いる■、ここでは，「神繭に観て純」がはっき詳）と醗

ノ蒙されている。こ二のことは，大建7年から大正H

年グ）1墨llに鰹らかの変化があったことを示すもので

あり，警察関｛系の武道重湯∫＼神機もしく1ま手車殿方誓書受

謙iさ舞る諺寺難とも華魂を畷こするものである。そし

て，この年の7懸よ弩，「銭遣奨励沈気振聾秘を饒

的とした婦署試合注紬が羅始され，警察精神の養

1羨にますますプ3が燐iえられたG

　さらに，大正㌶（欝23｝年7声・垂5鰻，5警察礼式」

の　・1峯改正住職（内務省講令第至7縁！があ詳｝，神蕪

に対する礼（最敬純／が追綴さ駿た。これによれ

ば，最敬礼とは「苓歎の姿勢を執導先つ天雛に浅

鞣しン欠に体の1二離を離｝欝暴一乏三度繭に嬢1亨登嚢を正し

く｝ゴ本の方霞至に傑一つゴもので，蕎麦窒蒙ま誓事の1二1謬

を約1一髭度薄に嬢iナ頭を正しく｝1捧の方向に保ち

行ふもの」で，重嚇しには，最敬礼，敬礼，純の三

鬢髪繕があ弩，そグ）方式も建！められた。この義武は

武道び）1甑礼1二も援舞舞された。そして，それら礼式

の総｛彗二鎖こ，武道統轄羅体である大1体武徳会

でも，「武徳殿二於テ演武二関スル欝！定住52｝」　（大

鑑錘年§讐3鱗董定／を定めた．ここに耗式の墨二か

ら善、，　菟癬1一神曇菱（搬虞ま定養するのである。

　武徳殿二於テ演戯会ヲ移フトキハ左ノ纒定二嫁

　ルモノトス、飽海ノ1葺崔工テモ藍綬定二嫁御ニ

　アラ号レハ綾絹ヲ謝多色ス。

　一、一壼纏毫エ貴重シ奉弓嚢鼓舞ノ敏参もヲ多重ヒ蕎モ不萄隻

　　二藩ナレ鴛為ア声レヘカラス。

　、』』、餐シ予、翼馨衆父ハ誉畢聲葦具縫猛蒼1援ヲ童舞衆ス篤煽書

　　嚢ヲ禁ス。

　三，参観窟二於ナ蕉シキ胡坐ハ妨ナキモ「建ヲ

　　置銭シ」』疏珪秦蓑謬達不｛本裁ノ纏杢ギi去ヲ禁ス。

嬉総一3

縢，喫煙ヲ禁ス。

丑，室見ヲ禁ス。

六，窓磐健1灘！欝ノ観ルヲ禁ス（特二生癒ヲ

　設ケタ篤場所ハ擬：鰻ニアラス1。

七，参観者ハ洋騒ニァラサレハ灘綴蓋クハ袴ヲ

　着ケダ勘考二鰻膨頓

八，演戯者養替ヲ為スハ武者溜二於テスルニ譲

　ルむ

以1ブ取鶏ハ1三縫養ノ責任トス。

鐸　上智大学神社参拝拒否事件と闘志祇

　高等商業学校武道場神撚事件

　大藤蟹玉盤3／年玉i穣醒1，囑鋭繋神作興二関

ス馬詔蓑灘を湊澄して還来，一段と懇懇統露1の強

費二を1まカ・ってきた毒麦蟻｝慧：，　喜多通運窒挙の実施と撃1き

かえに治安維持法を舗達し，清渓の疑髭主義的要

求に対しては対決姿勢でのぞんだ。また，神鍾に

よる蟹疑教化の実を効果あらしめるため，宗教麟

度調査会（大鑑蔦年5弄糞3掛　を設置し，宗教舗

塵の全懸的な発直しも購嬉していた。観しも，昭

穣魂　縫§2鶴年i2騒，滋賀察に報いて，神職会が

寮内の小学校や役場・警察署へ4§8の神機を寄付

したいとの申し懸盤こ，霧碁yもその費曙グ）一憧謬畿．〔X鎗

1彗》　を補舞毒する雛寿彗云えられると，大至丑末期ころ

よ舘／神撞との対一霞を強めていた嚢宗谷濠は，激し

し縮交鯵運聾を起した浅ヨ3き。そして，この事で手をきっ

か1教こ，翼．教饗蟻畜力宗濠の真宗各滋代表は，「正

神には参捧し罪神1こは参捧せず」「馨畏道徳的意義

に総て崇敬し宗教的意義に於ては崇敬する能はず」

「神社に晦って吉凶織懸観念をせずゴ「跳の意義を

食める神参し護礼を拝受する能鉾ず」　との声響1を発i

表秘鍵｝し，挙串裏毛は宗孝交か否かの靉靆を葺茎燃させた。

　これに続いて，1垂木基督教連盤も，「神娃三縄ス

海本質的ノ講蓋醗甕ヲ遂ゲ，神釜ハ宗教ナリや誘

ヤノ聡題ヲ職擁二解決ゴし，神雛が宗教でないと
“むれ1ま，　「募蓄崇蕩隻ノi意義及糞垂象ヲ畦豪力ニシ」弩芸孝交

鴛為ヲ匿裟二強要セシメザ馬事」，ならびに「思想

ノ善毒殺教建事業等ノ進移二かッテモ，i墨袋各糞

ノ良心ノ蓑1患ヲ重ンジ瞬講重縫参拝強麟溺題，神

機鶏題等ノ轍キ後事ヲ惹起セザ膨ヤウセラレタキ

事3など，　5工責鐸1こわたる藁筵マ言注5潜を待った。　し

かし，　神経女｛彰郵多食の、論義義1ま，　養：々と大陸痩麟シ＼の

遂を拡大していたこの時点では！，すでに襲弊があ

った〕



中樗銭雄1載道場と神雛i燵1 r
壽

　このような状濁の中で，紹秘7！難32〉年騒1

薩1，1鱒大学の一部学生が，配欝欝交の燐率二

よる精製神権参拝を信棒上グ）理由から捲否すると

いう事件がおこった。陸軍は管轄下の一靖羅神雑へ

の参拝拒否であることを重くみて，醒羅将校を瞬

き揚1デるという彗蜜麹蓬重詰暴嚢をと・つた。大8勤撰嶺よ，　カ・

ねて難題となっていた　ヂ神握1ま宗教か否か」を天

蓋公教東京大講教の名で文郎省に問い合せたとこ

ろ，次のような1霧等流灘が寄せられた婁

　神鍾参拝に絶する文鄭霧繕答

　縫宗第一彗灘○号

　　　昭穂七年九至芒三十1巽

　　　　　　　文蔀次官　粟　屋　　　謙　躍

　　　　　天蓋公教会東掌一大講教

　　　　　　アレキシス，　シャンボン殿

　荒鷲1、1十二l／l付ヲ以テ簿彗葦llノ学生生健難、童ノ

神被参拝ノ嘗二関シテハ左記ノ通弓舞子矯綴絞痩

藍綬及羅答繧．

　　　　　　　　　記
　学生生経麗童等ヲ紳桂二参葬セシム膨ハ教毒｝1

　ノ理由二基ツクモノニシテ，醜ノ場合工学生生
　1，芝三発童ノ套曇｛筆力要求セラ∫レ・｛数零しノ、愛霧1老・ト慈玉

　誠トヲ至冤ハスモノニ外ナラス。

　いったん携き揚げた遅緩）浮校も，この通蒲1二よ

聾復4馨するか1二みえたが，1霧年i2羅の鬢髪翠霞欝1翼

壁麹二おいても，　「て響峰交書契舞曇寿糧芝来の態度を登食めない

糶り陸軍の践建方鋭は絶対に変葵しない考である」

藩甕軍ラ欠賞舞舞1詳参堆浮言炎浬5舞）と，考浮季交σ）養ど灘亀を餐韮否

さ鮫た毒そのため，一毒麦の大学生鉾二与えられる幹

講癸補生瞬ヶll夜営の、慰典がなく望），中学校卒

業毒と1轟筈扱いされるこ二と1こな・）た。　これにあわ

てた大掌｛選は，支離雀を通じて；将校の醗緩を懇請

したフざ，陸軍とメく学とで1ま，殖藩家籍悪念毒矯嚢本郵罫二

連ノ玉のだから圭壅塞な蓉ど蔑毒誓事交を1募ること1ま至難iの

模様である注灘」と，暗に大学の教育方針の変更を

迫ってきた。大学｛1鎧ホ，その後も事莚i解決のため

の懇請を縞鯵たが，二将校の醍麟は得られず，つい

に建学の精神を改めることでようやく解決するこ

とになった。その教欝方針数輩の条件とは，次の

ようなものである注漁。

　圭，掌校菱雛瞬わが騨轍議を響擁にし教書の

　　根一本を事実蕎勅鐸吾1こ置くこと，，

　2，神経参拝，種祭繋における儀式などわがll

　　本の蓬1銭的儀社に嬉しては誠・む，誠意ll本蟹

　　畏の観念及び娯『欝を韓重し一盛つこ駿を実践す

　　ること。

　3，1藩校は：事糞・の責任煮たる職鍵を罷免蔓i迭著

　　しく1ま藤憂舞郭こド劣ること。

　尋，縫≦身，蟹史等ぴ）学｝科・捻：綿入拳蟹輩をして撲薮i

　　せしぎ）昼つこれを重書発すること。

　大学麟の完全な敗、建で終った11轡大業神裡参拝

極誘事件は，全懸銭を強麟的に神経参搾させる飯

’！繋窪を与えるとともに，離塁翼〕終ぞ交が学校統毒彗鈴鰐

幸しとしてその発｝雪権を一季隻と強めることになった，、

その後，　この事｛隼をきっか諺に，　カト…ヌノク教会・

で1ま｛欝煮グ〉神経参ま套を毒馨める方蟇目を蔑し，詫全1二

羅家神速と妥協するだ講に転換注萌した、しかし，

／耀稀灘鰯におこ’涜美濃ミッション／密議の伊

勢神宮参拝旅移の捲否事件1搬…のように，フ毒テ

スタントはその後も神舞参拝を癒誘しつづけたた

め，　この番蕪の事｛㌻力孫奮えなかった嬢

　略報欝（簿3箏年6鐸重縫，今度は疑惑社姦等

賤業学校にむいて，一驚葬の1鱗遊部員が，新築され

た葬舞道場1二塵二無籔禅機ヲ安置シ，又一柔遊離

嚢ハ1鱗遊離舞二真！鎖テ馨1縁ノ準騰」をするという

韓葎・がおきた註黛。柔麹灘績は学校鰍り言難捲

受け入舞，腰試道場と1轟，絞瓣鴫麹〉写真像

を黄道蟻蓑雷霆ilこ掲1デ，神概1ま取りドげることを釣

索した。しかし，この事鉾に醍羅将［校こ鱗茎中鑑が

強弥二介入し，謬嬉搬デをちらっかせながら学校

鰯の携羅を撰：甥したため，第1の｝1替大学事件と

しでジャーナリズムにと諺1二1デられること1二なっ

た。磯2灘の扶飯朝1糟琴海は，臓グ）勘較
罎｛象か，1薄志峯振蕩痛新道圭舞1ゴ糞土糞彗神機を｛繁り学

校と醗み合ふ注欝」という見識しでこれを銀じ，鷲

1老季交長　・　三毒蓼樗擁慮舞選蓄び）善美、毒素を謬3毒愛した、

　欝誉交長談1従来道場には季交襟新島襲氏の写真

　　　像を揚げて神舞iはなかった。購志殺はあく

　　　まで季交釜i霧ユ蓬ン貌義び）事変薄方多音ノ1三から肇掃き蓬土鋳

　　　1こ莞、擦1様書手震謬丑のて享嚢1をま弩1ギるこ二と1二し，

　　　部嚢一善導二も昨鳶慶し簿鐸窪になってみた際，

　　　i峯舞の簿煮かが無藪で夜中写爽掲揚籔所に

　　　神機を設麗したのです，，その鴛為は学校の

　　　意悪1二蕩交し，　また柔舞暮鐘無二鍵1こあるまじき　　 ．

　　　叢＝1二遜精神に反した行為だから，直ちに撒

　　　去を命ビ1響の樫事を絞めた結果，葬を｛吾っ

　　　て蓑1疑的に嶽去したび）です。切言翻薮嘉な妻

　　　続をとって中墨でれば学校で毒．レ分考癒し

　　　たのです。



・縛 舞、務大学教蓄ヂ学，

　　三滝｝義義翼」浮華文談：神擁彗をあ，デるあ1ギぬとい’茎、1

　　　　う奪ことをいふことがすでに畏れ多いこと

　　　　だと．轡．ってみるのですが，彰．は本1欝覆、柔じ

　　　　めから纏紛やうに舞文各藩茎■葬毒に会つで

　　　生f逢の春望選野ラ神機をあ1デるやう霧1って一ゐ

　　　　たのです、，け、善達校長さんに会っ、たところ

　　　薮麗先生の1鱗象墾隷二1縁ゼ、神機を董1三嚢へ

　　　1凝くとい、玉こと1よ蕪藁葺ξないと読響遷せられま

　　　　したので『．羅、1まもうこれまでと圭匙をな｛デた

　　　度会奉て箭形　今腫菱は1二霧雲の多義ラ貧をまつ1ぎか鯵

　　　です、二

　事｛墾叢遵のあった翌2211，湯浅ノ穣嘱、赫1こ総長

1ま，・神描を遵場1こ設羅するゐ・しな、療の1碁1．題は形

式恐1撲題であり，……よく、話をす農ば墨墾解iして糞

■＼ると．轡，ひます」と，鷲捜発受圭逢とともに麟蕎灘遜イ奮宝

i峯を、誘駐，た．、ところカず軍察｝輯きは，「事σ〉起警が敬神

長拳ち廷難韮縫神び）毒盈iiで菱）る雄、紅，舞il選としては瞬雪

これ舞雌二猶予する必要を認．めな1、蓄。、1講、む娃霞捧力f

梗雀新ぜ・ざる馨建彗欝璽．名グ）勇暑毒糞率￥幡交を・糞き勢輩デ蓄数運筆嚢㌻

に馨1、ε縫精神を融糊するよ鐘｛褻に途はない，、学校

が重嚢子憂まて肇膏蠹毒宰毒手牢を鐸r懸ζして鼻鍵｝蓮黍轟季串グ）藩菱手懸を

、糞’らざる土場ぞかは1額盈磨・たる1麹羅呈」をとる奪かないと，

『新校｛難の教奮寿針の変婆を強・要する態度を激し

た　　　農繁鑓，築きの匙鞘㌧髪f蜜｝E葬イ㌻と鴬蚤え弄糞た携痛撃i

事舞撞，，ド撃、霧葺i■本‘物事羨神教育銑簸尋、．霞穿くなる鰻本

二刀神様に欝鋳て一↓将藩乏学校’響、、1において毛，縷痴

る、念を蓄，っ“k教蕎1連舞霞な注．愚を彩、縁れたい」　と

・．唱う鋒甕一年葺｛離調）蕎鎌馨を一事藩吏撰藝力ぬ受1孝ノ、才一盗るこ1と1こ、よ

鞍，一 P茎購に解決、ゴした灘一しかし，縮鬢茎に溶，

「談笑裡に1猛1満解決」と，顔写、輿入彗で鞭しfら

れ・“一－・ても．学校灘薬毒の§鱗軍1、よ決して醗満な手、

轟ではなかったことであろう、．こうして，　二の神

搬事f㌻素、，『艶校｛難の陸讐範～＼の　一寿罫露な融詳繋に、よ一ノ

■ξ経由簿がうたオ、た、そして‘，配獲、〕将校の纏戴鍵は

陸軍の蔽究を膏景にますます強健さ才、，教育の方

餐・も綾らの．愚癖を。無縫できない。ような堆糞態になヲ

ゴヂ　　　　　　車曳　l－玉・、ナ／こ．．

　神機事件のあヲた｝1受鷺穣1玉｛19蕊「年醤1麟i

…　7i　l，　文1箪霞妻こ｛崔の｛峯膏蚤董i勤1曇葬食甚義＝補7　撃霧1

縷さおた、繕翻，支部雌ミから「「葉書交二於う験i

道，柔道ノ実施二墾雌，勧二黎意スベキ事績なi癖∫」

が諮難され，セ　この、1姿1難§名の委嫁二答ll穀　）

隼綾［£野一f季、逡さ豪、，　葺騒7奏））全体会三義で答l　i至．）豪

気を浮δ乏しノi二　答薙琴．童．　ま一ダ謬｝気一で・「舞舞蓬．蔓紫楚塞

等至難弩隻1遵ハ身体ノ鍛錬毘護9講論譲疑精神ノ顯

簿8毒一3

養二蜜ス膨醗極メテ多ケ体膏董二霧二適切蘇要ノモ

ノト奏…1ズ。，1蕩シテコレガツ糞季受皿ぎ誉テニ実毒蓬ス穿レニア

タリテハ学校体畜ノ本義二鑑ミ。柱記事項二留意ス

ルコト緊要ナ1島と述べ．学校において実施すべ

き遷霧な武道を，鋪道，柔遵，穆遊，薙刀の鐘種

護とした。また，第2獲「黄道ノ教授二関ス鐵事

項ゴでは，「精神的講練ヲ溝ビ廉恥，礼譲，灘毅，

果藪，漉養，従顯，嚢激等ノ諸徳嘗ヲ涵養ス膨コ

ト．」と竪莞遵ニョリテ養ハレタ圭レ諸徳，ハ之ヲll常

生活二翼瑛セシムベキコト濃と「道場ハ常二神聖
ヲ｛蒙ダシ　ム∫レ望　ト」　など，　審轟秦牢蜜駿華蒙に霧1する留：慧

事理｛を食めて一襲．乾にわたる留．慧事工藝を手馨1デでいる、、，

そして，「指導毒二1難ス馬事曙も「、羨鰭二段蒙スル鋳

壌』試合二二騰1スル事項講臓｝籔謝黍トノ連絡二澱1

ス馬事塚毛の淫環報こ一）いて議遣、，　そ駿そ“数、餐妻．惹．華，柔を

演舞繁した。。そのうち，第尋霧雪野郵裂溝二購ス移事項」

1ま．鍔！ドの4．転を晃盤一ドて‘いる。

　｝，業績遜場ハ各導灘ノ達茎甥毒ヲ設ケ教授二、支薩

　　ナカラシム鑑コト、

　2，達茎圭鋳ニハ手摩梅鐸ヲ設ク膨ヨト，

　3，要糞室，1零摂乾難．二洗讐所ヲ設ケナレニコ

　　　ト、、

　・垂，特一一＝一通繊採尭ヲ嚢妊ナラシムルコト、。

　ここ1こ1ま雛めて，　公轟勺機1葵1・の箒韮馨というカ・たち

で，裁道場には「神搬ヲ設餌レコト」が、護凝漁、た

そして一．　そのこと1二よ彗，　これまて各各舞琶でおこつ

“ζいノ1二蚕結｝藍圭蕩■＼ぴ）神響i、嚢覆餐彗聾の選｛重葺｛1，まったく

蔭をびそめることにな一、）た。、つま鞍，壷樽蓬主務に神

機彗力ずあるぎ）1意一纏糞膜のこ二ととされる．ようにな…ノ1二び〉

である

　と，ころで，　多元に1馨灘17年螺籍、蕃の全蕪汐）中学校

裁達葬場1二お’ける神鶉彗の膏．無を毒霧、森iし．それを議1文

にまとめた書、のがある・ので紹介しておく　麗容宗

堆薯「武遵の教育的考察、μ懸轟猷字溝穫・1本畜

　第2畿建艾餅，麟欝．蒔と題された本、論文は，
ii霧舞i7年1墨髭著蓑ζ7）窪≧1玉群群一一糞季交5ξ翼3季受1二毒毒森拝舞奉義を錘菱

姦し，534校から講答を鰻た重りを集齢したもの
で“あ『7．　そ駿1こ，よ才、1ご，　達重土舞1こ祷…宥墾を鳶一する一‘多才交

は，柔道2難絞欝．5％，舞鐘2羅綾逢7．2％｝であ

，、た．その準露華㌢舞の、幾議レ峯をノ約した‡フ‘7）が表f〕ぴ

あ　　、塩．谷1ま，蚕導箋美赫でその享受糞郵3奏毒譲を諺iめる

た1りには擁璃“ノ設織」が必要であると達べてい

るが，手纏総二ついては，「この嚢を題しで振謹そ蔦

購題、の解答、｝読燕，1灘奪二・任することにする」と，

晦1，室をさけて・．～る．　しかし．1響季1韮2年にll糞覆した
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著i警報菩ゴ鉾ぞ交，薬さi蓑1至愛｛斐『一葬季交｛奉ず至全1集捲1

，籍、等，欝37年）で慧：，「先づ溝題になるグ）1ま神里襲繕

設嚢である．．醗在学校に於ける道場の多数1‡神籤

を糞して一みるが，すべてこ舞邊葬蕩1こ拳拳鯵隻を設汁，裁神

鰻ilま笈罎をお祭計｝するがよい。。神舞竣の設欝は選霧毒

を蟹毫叢雲二博＾ると麟墾幸1こ婁毎至重蓄ゲ）態縫iを三駕ζ蕪1郵二“掌

るからで“ある」と，神機殺議1を轡達する、難暴こ緻垂憂

1二変費：している。そのこと1ま，鐸霧雲ll講年‘f）休養霧竃

嚢1三事会議の答申書、さることながら，縛より善．講

墨董塗寡重縫｛事カチ．　｛∫蚤鐘難1窒奪茎三義。柔き蓑’家峯葬5〉言諄善労建玉｛霧1二

親しき擬ず，ついに紹穂鴛年鯵■春，遵場内に神殿

を設1諦たこと1二起i瀕して’いる議鑓と．轡わ駿る．二

うして．試遵織の神機設i綜ま，拳戦略輪疑いう

非常事轡論拠すそる挙騰一致／輪llに鹸・，で，軍議

の強大な毒を皆景とした彊蓼1によって笑だゴした，

その後の裁遵は，ll本精神灘中核で耳ある一、実践遂鍵1，

としての載動遂を｛峯饗する手手斐て㍉ち｝），神桑霧1ま．

そぴ）嚢本率岳神と銭遵とを凝｛びつ締る嫁1体ととらえ

ら穀た「、そして『．譲静蓮圭舞1惣でび）；罫｛誉憂蟹なしごき1ま，

すべてP凝本縫神捧馨｝のためであるとま狂察｛とされ，

舞茸，‡ぎ〉縫1嚢｝をま嬉一ま一業彗垂ダフて’いき、　藝霧灘120（i§違§）

｛範8弩｝5給び）1琴〔毒筆‘『）蘇まで濠壷静られていった〔，
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V　神送振令と：神棚

　昭穣2春縫製51隼8騒欝露，ヂボツダム宣喬」を受

諾して連合毯に降伏し，蕎隼にむよぶ泥薦戦争は

ここ二1こ牽冬垂髪符力耀ぎた穀た。　馨1宣言蒙ま簗6霧曇こ，　鶴

教の葦葺繋・致教の分離・軍蟹・髭義的または権i蟷な

襲家書三義的思想の除去を明示してお弩，隣家神道

の薄馨｛峯と｛叢孝交の欝奮茎雲ま，　支ま巽轟簿箋酸漿の基降嫁豪で

あった注錦。1講年欝縁墨2蕪，「学校二於ケ影宗教教

欝ノ取振方謹愛猛襲舞も　力彗落盤義渋！定　（ぎ薄舞i§欝，範簿：

校二於ケル家教教育ノ取撮方改歪二関ス海稽弓と

して講令される／され，購治32年の文部雀講令弟

鴛多｝残寒堅持さ嵌てきた公教舞での宗教教舞分離

政策を酸正し，私一窪学蓄交の宗教教i育を轟懸に鴛う

こと力折びきるよう1こした。このこと1ま，秦拳老と檸シ萱

をも含め，あらゆる宗教を公事・撃簿に取｝）扱

うことを謳った竜、ので，｛鬱々の9餐多気1こ熱重して轟

酷な活動を認めるきわめて意義のある決定であっ

　そして，1鎌年達2縫歪5嚢，｛言教の欝霧と政教の分

離を，　よン）厳密に示した「1藁家神主豊・神舞神道二

瞬ス篤致纒ノ保証，支援，錬金，監督壷皿舜、奮ノ

1慈童二二関ス瞬も嶋｝鍛覚，藍｝／注窪が発せら糞，こ

の覚、警第欝｝第難項から第茎3項1こおし』て，神機設

駿の崇重とそグ）除去や，強舗的な神娃参拝算グ）禁

由が傘誉られた，

　1麟　全懸的乃至1路分轟辱二公ノ財源二依ッテ維持｝

　　セラレ1レ役1稀，学校，機関，鵬会乃至建造魎

　　中二神機ソノ経緯家神遊ノ舞納象鍛トナ膨凡

　　テノモノヲ三幾i羅ス膨コトニヲ禁至とス彬，，瞬1シテ

　　之等ノモノヲ臨二除去スルコトヲ命令ス馬、

　横　霧公吏，羅官，蓬縫，学生，　・般ノ嚢疑乃

　　至1体霧在住養ブゴ隣家神遊ソノ飽妻1き舞ナ馬宗

　　教ヲ鶴ハズ之ヲ｛，言輝々ヌが数二歳ハ之擁護鯵

　　告衰ザナ尋ヌザ数二践八方が紡特定ノ宗教ノ

　　縢簿，祭式，儀式，礼拝二参弱セヌが故二被

　　等ヲ差響1葬き崔選セザルコト。

　隅　ll本数晦，煮羅選藩察庁，毒断材ノ官公使ハ

　　ソノ公ノ資格二於テ新任ノ鞍告亨ナス為二叢

　　ハ駿治ノ王琵夢ミヲ嬢告ス膨為二戒ノ、，豪勢葦乃至

　　役醗ノ代表トシテ神道ノ鱗1謬ナ解義式参疑ハ耗

　　式ダ亀ヲ関ハズ之二参翼スん為二嫁簿ナ膨神

　　社ニモ参禅セザ／しコトー

　このG蕪Qの指令をう1ナて，試遵総合黙体の大

ll本裁徳会は，次のような通知1！認を駕し，講金

玉！》8§一一3

が鶴宣娠来おし進めてきた神纏i（殿1設羅，「神慈

／＼の礼1の強簿繋ま厚≦圭とさ凝ることになった。

　　　　　神殿・神棚等撤廃三縄ス馬鐸

　連合蟹最姦指令部…馨蓼ノ神遊二関スル指令二基

　キ，水会支熱及分会等ノ銭穂鍛，遊場二奉安セ

　ル神殿・神纒及一…畷3ノ神道二縄スル象徴ハ嚢チ

　ニ撤廃峯1滅度醜段及通牒鰻毯。

　　　　　　　昭舞二1一一一年…屑1一…、1駐

　東都暴磐菱β尺長殿

　　　　　　大証1本武徳金運事長　藤沼

　毛、ちろん，この覚叢欝体は，昭穣27韓9521年

4弩28謎の講穣条肇㌻の発麟とと遣、1二その交むプ3を失

うことになるのであるが，この覚叢の精神1ま，薪1

憲法で繕教グ璃由と駿教分離を譲った第騰条と第

8警乗に盤三かされてお彗，　あら塗る銭寺教を馨1家から

分離し，あるべき糞グ）姿にもどす拠醗とされたの

である、，その後，大蕪本式後癒合1ま，1雛零嚢2i縫§46｝

年簸羅9i至，内務省令弟逢§号を柔．って解散が命慧

られ，翌覇報22纏縫7）年8騒21、1，公職追赦令

の基準G壌に逡糠され，50年にわたって武遵饗を

統轄してきた1墜史を完全に騰じてしまった浅薄、、

したがって，武徳会の解散とともに，この通雛も

嬉力を失うことになるグ）であるが，G暮§の覚、鞍が

新憲法に生かされたの縫ヒし，武徳会の通規琳，

その後の戴道界1こ生かされて『きたのであろうか，

w　結 び

　それて彗よ遷在，謬雛嚢峯舞に神構彗を設1覆することiま

どう考えられているのであろうか。，憲法は第2（｝条

第3壌で，薩嚢及びそグ）機1灘は，宗教孝隻畜そので甕い

かなる宗教的活動‡ゴしてはならない」と定めてい

る。そのうち，㌧肇教妻室奮」とは，琴郵教露勺書疑畢を

二翻伍する縫嚢勺で鴛わ巌る教官」をいう鼎教育基本

法は，こび）趣旨をう勝て，第9条第2壌に「購授

び圭甕ノ∫公舞ぎ繋体が設霧鷺する学季交は，携…建の3装彰彰『〉

ための宗教教蕎その綾宗教的濤郵｝をしてはならな

い」と定めた。，したがって，宗教教毒の禁茎11は，

公疏の学校に録してグ）みみとめられる毛、のであっ

て，琶、叢学校や家縫での宗教教官は，｛，享教の霞欝

〔弓一1峯として運筆葺草される毛、のであるつまた，「宗教

的活1勤」と1ま，「宗教の賓伝を舞鶴とするすべでの

蠕動をいう」のであるが，ク弓スマスツl！一や正

llのしめ縄跨ような手、のは，聡姦ではまったく宗

教雑な意妹を‡．たない翌！谷的終車と解さ駿てい
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る注蒸。しかし，神纒は購らかに橡麺神道の宗教

銀翼露華攣の対・象であるので，黎｛谷的なものと1まいえ

ない。つま陰，「公の建造鞠やその構内に，讐定の

宗教の象徴と見られる物（神だな・仏壇・祭壇・

神像・｛ム像・聖像弓一字梁・鳥居など〉を礼拝な

どの対象となるように設けてはならない謎鶴㌧の

である。このことば，公立の学校1まもちろんのこ

とであるが，「官公署そのぽか脳または公共睡体

によ一）て経営また1ま管：理さ殺る学季交，病続そのぼ

かすべての営造梅」が含まれるので，当然，「警察

署その縫の一壕謬に禅擁1を設鬱した弩，　ヒ示達鋳篭設

構内に承天宮のごときを祭った導，公共縷体の所

姦する華華霧（たとえばノ｛ス，霞バイなど〉に護符

のたぐいを掲げることば，これらの行為が広い愚

昧で宗教的活動にほかならないのであ諺，憲法20

条に遠縁1する涯7弱」ことになるのである。

　以と，公立の学校はもちろんのこと，警察署，

票立藍斐遠館，ぎ鞍馨聲書疏武道貧嚢に神機を設羅ド重るこ
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があるのがあたりまえといった感覚すらつく琴醸
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　　巨82～83．鷹2．、この膨蕩は，職躍3～2麟三二

　　ろのもので，察彗ξ…鱒1蒙の家に起馨しでいた佐々

　　木講堂の筆によるものである、、な毒，屋敷神に

　　は「鹿岳神娃」が寵っであった。

注6／渡遷郎箸置鎌宝蔵貌雛編濤蒙喪鐸至，琵§7，
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注磁｝1注鐙l　l講…鐙，P13墨7～32（｝3

注劔！郷瀬簸雰編『美濃ミッションに於ほる神娃参

　　多事舞舞題の糞嚢1諜　・一事窪冬t，　1§33。

注鋤ヂ鱗欝籏年愛・通史編怨学校法人遜．鎌髭．
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籬とさノ＼名ゐレ）1ナ謎罫，　必博浮毒筆藁グ）4翻し蚕糞オ語1鰺だ

と思ふ考1二は大きな錯誤がある」国神挺鵜題譲

教支姦露，駐蓬42，鯵3雛、、とのべている。
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　　　難1神経公式参葬とな・，て礎わ穀、た、、こ穀ら　一連
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　　　3猛σ）こうし、たi鬢茎き1こ…ンし～て靖ま，　ノぐ家鬘髭タミ編『致

　　　教ヲ｝離・｛，書孝交σ）雍華1慕3登孝愛護翼嘉宰彗響彗集海髪2）善　等琴

　　　　一、季｝罵，翌§8垂、，、ゼ里離i神轟題資料集匪講嬢絵

　　　1鱒畢警餐｛善縁糞i就章去考一蓋、｝瞬．　董警7｛3，罫シー、L　；ナス　ト蕪盈欝，芋

　　　増霧一繁急特集・靖醜神娃公式参捧邊奮斐蕪．

　　　捲8§。戸多書酸博馨　匿天聖講i、建家と神話善　1本基

　　　書峯孝養灘～魏簸羅、ミ1．　玉§82，，　珪婆谷｛菱蟹垂著　『神遊畜藝響と

　　　疑衆・天皇鱗露法律婚ヒ裡，呈露3嬬麟1など

　　　を参考とし、た、、
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